
ム
一
品
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部

支部総会

2. 研究会

3. その他

(1) 生産性北海道支部主催のOR講習会に協力して講師派遣.

(2) 受託研究「気象情報マーケット・リサーチ」実施.

支

2 回(内 1 回は講演会を兼ねる)

5 回

道海~I:: 

1. 事業報告

44年度収支決算

13, 494 

20, 370 

1, 700 

1, 600 

26, 799 

計|函「

部

事

支

新

研

講

剰余

の

業費

部総会費

年総会費

究会費

演会費

金(次期繰越〉

出支

36 , 000 

24 , 663 

3, 300 

部

支
前
新

の

金
金
収

入

部交付
年度繰越

年総会徴

収

メ主、
口

2 回

6 回

2 回

1 回

札幌気象台天気予報アンケート調査

支部総会開催

研究会:開催

見学会開催

講演会開催

5. 受託研究

6. ORの普及活動

生産性北海道支部主催講習会等への協力

(1) OR講習会への協力

(2) 経営講習会への協力

63 , 963 

45年度事業計薗

計

1. 

2. 

3. 

4. 

kｭ
<=l 

45年度収支予算

部

事業費 (79 , 000) 

研究会 (6 回) 28, 800 

総会 (2 回) 34 ,800 

見学会 (2 回) 9, 600 

講演会( 1 回) 5,800 

諸経費 ( 2, 000) 

通信費 2 ， 000

予備費 3, 299 

上竺一一一一竺」 … l 

の出支

50, 000 

26 , 799 

7, 500 

84 , 299 

部の収

金
金
収

付
越
徴

交
繰
費ム耳

費
度
総

部
年
年

支
前
新

入

計
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役員

支部長 古瀬大六

支部運営委員 渡辺基・百武正記・五十嵐日出夫・浅利英吉・阿部正信・村上融・岡林秀夫(会計〉

北海道支部事務局住所変更のお知らせ

く新住所〉千 060 札幌市大通東 1 丁目 北海道電力側社長室機械計算課内 T E L 0122 (25) 1111 

東 北 部支

事業報告

会員数 賛助会員 3 通常会員約70

会 議 44年度総会電信電話会館大会議室出席18

特別講演「最近の世界情勢について」河北新報報道部副長 白石善次郎氏

学会活動 各企業職場内でのOR活動の援助，他企業からも適宜これに参加.

東北電力，東北電通局等においてOR講習会，講演会を実施.

収支決算

予

収

算 算

入

決

本部交付金 59.000 I 54.999 

前年度繰越金 112.678 I 112.678 

懇親会参加費 7.000 

雑収入(利子) 5.432 

1川出 …。

支 出

予 算 決 算

講演会費 10.000 5.000 

研究会費 15.000 4.640 

資料印刷費 50.000

通 信 費 5.000 510 

総会役員会費 25.000 16.417 

雑 費 10.000 100 

交 通 費 10.000

予 備 費 46.678 繰 越 152.443

179.110 

45年度事業貯画案

昨年度に引き続き，各職場の実情に合った普及活動を活発に行なう(経費補助).

ORサロン 会員および向好者による自由討論，意見交換.なるべく毎月 l 固定例的に開催する.

組織強化 上記普及活動を活発に行ない，組織の強化をはかる.

45年度予算案

入収

部交付金

越金

54.000 

152.443 

三十 206.443 

支 出

議 演 ぷZ斗" 費 5.000X2 10.000 

研 究 ぷ~ 費 5.000X4 20.000 

~ l日h 費 4.000X10 40.000 

印 廊U 費 30.000 

通 信 費 5.000 

交 通 費 10.000 

総会役員会費 25.000 

予 備 費 66.443 

計 206.443 
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役員選出

支部長 後藤壮介(東北電力)

副支部長 御園生善尚(東北大) 千野孝(電通局)

事務局 東北電気通信局(従来通り)

中 部 支 部

昭和45年度第 1 回運営協議会

日時昭和45年 4 月 13 日(月) 17: 30-20 : 00 

場 所 中産連ピル 4 階会議室

議 案 1. 昭和44年度事業報告および収支決算報告

2. 昭和45年度事業計画および収支予算案審議の件

3. 本部副会長推せんの件

4. その他

出席者 (順不同・敬称略)小野勝次，関和文，佐藤芳郎，飛田武幸，本告光男，依田浩，天野菊茂

幹 事 複本久徳、，真鍋~~太郎，森謀，岩田好弘

議 事 1 .小野支部長，議長となり， 1 号， 2 号議案につき天野委員に説明を求めた.天野委員は思IJ

紙( 1 -1)-(1-4) , (2 ー1)-(2 -2) , (3) , (4)の通り説明し，全員一致これを承

認.監事の監査を経て，総会に提出することにした.

ll. 次いで第 3 議案にうつり，協議の結果，関和文氏を本部副会長に推せんした.

IlI.その他 45年度OR研究会運常方針につき，協議した.

昭和44年度事業報告書

1. 昭和44年度定期総会

と き昭和44年 5 月 30 日(金) 16:00-17:.00 

ところ 中産連ピノレ

i 議 題 1. 昭和43年度事業報告及び収支決算承認の件

2. 昭和44年度事業計画及び収支予算審議の件

3. 役員選任の件

4. その他

特別講演 “ORの夢'\松下電器産業側技術本部東京事務所長茅野 健氏

2. 運営協議委員会

と き昭和44年 7 月 21 日(月) 17 ・ 30-20: 00 

ところ 中産連ピ、ル

議 題 44年度秋季研究発表会について

3. OR研究会

j 月日| テーマ i 議

4月|休会

演 会場出席 l

5 月| 休 l斗
ヱミ

1g; l 気温の予測につして [ 東邦ガス己f業部品'業統謀長晃 l 中産連ピノレ

7/28 | 情報理論について | 名古屋大学理学部教授
(月) 111 =f!)X..l::X.I:IItt1I'- ..; V' '- 飛田武本

8月|休会

15 

16 
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I-~ 日|テ{マ
OR秋季大会研究発表論文につ
いて

1. 貸切ノミス配車計画

2. 後発電話需要の成長構造に
ついて

3. シミュレーションによるパ
一セント点の推定

4. 電力系統計画における整数
計画法の利用

|会場出席

10/28 日本オベレーシヨンズ・リサー I 愛知県中小企
-"':':30 チ学会秋季研究発表会 業センター 400 

lEF二五一ー会〓 l 二二二二一二 二 l
i lfA21 欧米のOR視察報告 l 中部電力 榎本久徳 | 中産速ピル 13 

!-1/;0 I司ぷ下両一三一一一……(金) --;;s~~~.~._. ~ '--....~....-..~.. I 日本 IBM 市川冬兵衛

2/20 資材配給センター設置の検討r
(金) ついて 中部電力 田中庸平

--------1---~~瓦函L二以二:/~"題の主「 一
3/20 界法と複数セールスの問題 l 名工大 鈴木俊宏川瀬敏夫

(金)|2・ジヲ J パ似品三議コ I 真鍋i定太郎

講 演

名古屋鉄道村手光彦

東海電気通信局川崎巌

中部電力榎本久徳

9/29 

(月〕
中産連ビル

5. 事業所の配置方法について

中部電力榎本久徳
電力中央研究所 田中庸平

電力中央研究所 田中庸平

昭和44年度決算報告

135 

15 

/1 15 

ノ/ 8 

/1 11 

収支決算書
自昭和44年 4 月 1 日
至昭和45年 3 月 31 日
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7, 901 

。

ム8 ， 000

15 , 570 
7, 901 
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貸借対照表 昭和45年 3 月 31 日現在

科 目 「主 額科目 金 額

銀 行 子貢 金 607.409 I 0 R 学会繰越金 112.047 

o R 研究会繰越金 348.538 

当期 o R 学会残高 29.197 

当期 OR 研究会残高 117.627 

合計 607.409 合計|肌ω

昭和45年度事業計画

1 .学会

1. 会員総会 5 月開催 1 回

2. 運営協議員会 4 月. 10月開催 2 回

3. 座談会(経営戦略における最適化) 5 月総会時開催

II. OR研究会

1. 月例研究会 毎月 1 図(ただし，座談会，講演会，見学会開催月を除く〉

2. 講演会 前半期 1 回

3. 見学会 後半期 1 回

本年度より中部支部地区に在住する OR 学会個人会員には毎月研究会の案内を送る.参加料は無料と

する.

昭和45年度収支予算案

、一一一一一 一一一一・・・-・・-司F年『・'一一明園園一一
《寸叫・ ~ 

本部よ り の交附金 89.000 

収入 研究会会費収入法人 27

メ日込 言十 89.000 

旅 費 25.000 

ぷZ斗'" 議・会 l口h 費 10.000 

研 究 ~ 費 10.000 

会 場 費 7.000 

支出 印 廊。 費 15.000 

遜 信 費 5.000 

事 務 費 15.000 

雑 費 2.000 

メιLョ 言十 89.000 

44年度よりの繰越金

学会 141.244円

研究会 466.165円

計 607.409円は予備金とす.

中国四国支部

昭和44年度事業報告

1. 総会 1 回

日時 昭和44年5 月 10日〈土〉

自昭和45年 4 月 1 日
至昭和46年 3 月 31 日

研究会 A日L 計

89.000 

160.000 160.000 

160.000 249.000 

15.000 40.000 

15.000 25.000 

70.000 80.000 

25.000 32.000 

10.000 25.000 

10.000 15.000 

15.000 30.000 

2.000 

160.000 249.000 

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



1970 年度支部総会 137 

場所 中国電力

議題 昭和43年度事業報告と収支決算承認昭和44年度事業計画と収支予算審議役員承認

2. 運営協議員会 1 回

日時 昭和44年 5 月 10 日(土〉

場所 中国電力

議題 昭和43年度事業報告と収支決算承認昭和44年度事業計画案と収支予算案審議

3. 幹事会

日時

場所

4. 研修会

日時

場所

研修内容

役員改選・夏季セミナー・研究会・普及活動

3 回

昭和44年 6 月 20日昭和45年 1 月 17日昭和45年 3 月 10 日

中国電力

1 回

昭和44年 7 月 25 日(金)， 26 日〈土〕

高松電気ピル

昭和45年 7 月 25 日 「経営戦略とオベレーションズ・リサーチ」香川大学教授木村等

「経営科学と電子計算機J 日本 EDP側専務 中島朋夫

「数量化分析による決定」近畿大学教授松富武雄

昭和45年 7 月 26 日 「最近のオベレーションズ・リサーチ」大阪大学教授西国俊夫

「グラフとその応用」広島大学教授福田治郎

5. 研究会 2 回

(1) 日時 昭和45年 2 月 14 日(土〕

場所 東洋工業

研究内容 「時系列分解法」中国電力米原正尚

「コソピュータによる生産管理」東洋工業長谷川忠彦

(2) 日時 昭和45年 3 月 28 日〈土〉

場所 宇部窒素保険会館

研究内容 「装置工業部品展開法の適用について」宇都興産中山 尊

「無デ{タ問題について」近畿大学教授松富武雄

6. 講演会 1 回

日時 昭和45年 2 月 4 日(水〕

場所 中国電力

演題 プログラミング言語とその処理

講師 京都大学教授萩原宏

自昭昭44年 4 月 1 日
昭和44年度収支決算書 至昭和45年 3 月 31 日

収 入 支 出

科 目 金 額 手斗 日 金 額

前 期 繰 越 金 11 , 151 通 信 費 5, 145 

本 部 交 付 金 74 , 000 会 1日為 費 700 

印 席目 費 3, 410 

事 務 費 27 , 340 

講 演 会 費 10, 000 

研 究 会 費 20.000 

次 期 繰 越 金 18.556 

lロh E十 85, 151 85, 151 
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昭和 44 年度日本オベレーションズ・リサーチ学会中国四国支部(収支決算書〕を監査した結果適正である

事を認めます.

昭和45年 5 月 20 日

日本オベレージョンズ・リサーチ学会中国四国支部

監事荒川正介回

監事松縄 淳回

昭和45年度事業計画

1. 総会 1 回

2. 運営協議員会 2 回(総会に含め計画〉

3. 講演会 4 回(単独 1 回共催 3 回〉

4. 研 究 会 4 回( 1 回は岡山地区〉

5. 幹事会 6 回

6. 通常会員ならびに賛助会員拡大推進 (5 社以上を目標〕

7. 46年度日本OR学会秋季研究発表会を当支部で引き受けるための準備委員会を今年度中に発足

8. その他

昭和45年度収支予算

収 入 支 出

科 目 金 額 科 日 金 額

品目U 期 繰 越 金 18, 556 通 信 費 8, 000 

本 部 交 付 金 92, 000 ぷf!t; A口. 費 1, 500 

印 局t 費 10, 000 

事 務 費 30, 000 

講 演 ぷ'"込Z 費 20 , 000 

研 究 ~為Z 費 40, 000 

雑 費 1, 056 

A口、 計 110, 556 110, 556 

日本オペレーションズ・リサーチ学会中国四国支部役員名簿(昭和45年度)

支部長 佐々木英治(宇部興産〉

副支部長 柴田隆史(広島大学〉

副支部長 平井滋二(四国電力)

運営協議員 (50音11頂〕 青木兼一(広島大学〉・石田 甫(宇部興産〕・北林琢男(広島大学〕・木村三郎(広

島工大)・権藤元(中国電力〉・新宮哲郎(広島大学)・田中琢磨〈神戸製鋼)・戸田

隆繁(四国電力〉・広瀬嘉道(三井石油化学〉・布留川 靖(広島大学〉・松富武雄(近

畿大学〕・松縄 淳(国鉄中国支社〉・松野五郎(松山商大)・山本純恭(広島大学〉

監 事 中丸忍(電々中国〉・増田栄次(東洋工業〕

九 ~IIII 支 部

第 5 回支部総会議事概要

日時昭和45年 5 月 22 日(金) 15: 00-17 : 00 

場 所 新日本製鉄・八幡製鉄所門田会館

出席者 内山(開発センター〉・梅根(西日本鉄道)・上回(九州大学〉・江口・⑮垂水(安川電機〉・大
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熊〈八幡製鉄)・神谷・⑬西(住友小倉〉・高橋(八幡製鉄)・⑬古金(電々九州)・西木(入幡

製鉄〉・福田(西日本鉄道)・堀川I (九州工業大学〉・三上〈九州大学)・村島・⑬山田(九州電

力〉・山村(八幡製鉄〉・白崎(事務局)

議事

1. 69年度支部活動・会計決算報告

別紙資料をもとに，おもな活動の経過について説明，収支決算については，梅根運営協議員が監査の結

果，正当であることを報告，了承.

2. 70年度活動計画，会計予算審議

支部報については，今後も継続することとし，発行部数は印刷の段階で，執筆者への贈呈(10部以内〉

を含めて決める.

これからも，必要なものは支部運営協議会でとりあげ，実行可能なものは実施するという条件をつけて，

原案どおり確認.

3. 役員の改選関係

(1) 支部長，副支部長の選任について

支部長には，三上副支部長が推薦され，副支部長と幹事の人選については，支部長の要望により福岡

地区に一任されました.

(2) 支部運営協議員の選任について

賛助会員は，原則として全員が支部運営にあたるという考え方から，新しく次の各社に運営協議員の

推薦方をお願L、いたしました.

安川電機，電々九州，板硝子若松，住金小倉

(3) 賛助会員の勧誘について

OR共同研究会のメンバーで，学会の会員になっていないところ(三菱化成，黒崎窯業等〕を，勧誘

することにしました.

おわりに，新・旧両支部長のあいさつがあって閉会.

懇談会 つづいて，役員メンバー 15名で夕食会が開かれ，今後の運蛍等について，いろいろ意見の交流を

行ないました.

追 記 その後，副支部長，支部運営協議員，幹事には，次の方々が選任されました.事務局は 6 月 4

日から福岡西日本鉄道側事務改善部が担当.

支部長 三上操(九州大学工学部教授〉

jlJ 支部長 梅根定(西日本鉄道側事務改善部長〉

支部運営協議員 内山辰丙(生産技術開発センター所長)・瓜生精四郎(日本アイ・ピー・エム装置工業

69年支部活動報告

1. おもな会合

営業部)・北川一幸(紛安川電機企画部長〉・竹下幹郎(九州電力側管理室次長〉・千葉

健一(日本板硝子側若松工場技術次長〉・西 敏雄(九州電気通信局経営調査室長〉・西

木俊彦(新日本製鉄側八幡製鉄所八幡製造所管理部)・堀川映二(九州工業大学教授〉

(1) 第 4 回支部総会開催

日時昭和44年 5 月 8 日(木) 15 ・ 30-18 ・ 00

場 所 福岡西鉄グランドホテル紅玉の間

出席者 19名

議 事 ① 68年度活動報告と会計報告

(2) 懇談会

① 69年度活動計画と会計予算

① 学会関係報告

支部総会終了後，レストランスカイシャトウで，夕食懇談会を開催.
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部報 rOR九州」の配布

第 4. 5. 6. 7 号を発行し，支部会員をはじめ，学会本部および各地方支部にも配布，第 7 号では. r企

業における PERT活用の概況」を特集しました.

3. 地域交流

(1) 共同研究会活動

九州OR共同研究会年 4 回開催事例研究発表12件

福岡地区OR研究会年 4 回開催事例研究発表13件

九州・山口地域の大学におけるOR教育の実状調査

44年 6 月，地域大学のご協力をいただき，九州・山口地域における大学を対象に.OR教育の実状

を調査，その結果を整理編集し，地域交流の一環として紹介いたしました.

会員の推移

140 

(2) 

2. 

(3) 

賛助会員
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賛助会員く 9>には，本部加入の 5 社を含む.

。事例研究テーマ (69年度〉一覧

く九州OR共同研究会〉

1. 経営者，管理者層のコンピューターへのアプローチについて

2. P ER Tによる電車定期修理の工程改善について

3. 機械化に伴う配電工事抜取検査のシミーュレーション

4. 当工場における技術情報管理

5. 点検整備作業の改善について

6. 工事要員の予測について

7. 転炉用炉材の需給体制の検討

8. コークス炉の築造における PERTの適用

9. 原料ホッパー数量の決定について

10. P E R T手法による窯炉の定期修繕

11. 輸送計画における LP計算

12・ 長期設備，操業計画シミュレーションモデルについて

く福岡地区OR研究会>

1. 電子計算機セミナーを受講して

当社における社内OR教育について

多重回帰方程式によるカ'ス販売量の推定と実績について

輸送問題の生産計画問題への応用

ガス器具消費量調査の方法について

講習用 PERT スライドについて

園内研修報告

財務モデル シミュレーション

カ桶ス事業法の改正と今後の見通し

貸切パス経済計算

あいまいさと情報量

健康管理における統計的考え方の導入

注〕

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 

10. 

11. 

12. 
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13. 配電車輔適正台数の検討

69年度支部会計決算報告

区 分 i 項

1. 68 年度からの繰越金

収 入 2. 支 部 費

3. 雑 収 入

懇談会費戻入

銀行預金利息

メ日込

1. 会 議 費

支 出 支部総会費

2. 研 nブhし 活 動 費

3. 部 報 費

4. 通 信 連 絡 費

5. 予 備 費

OR教育実情調査

雑 費

メ口斗

70 年度への繰越金

70年度支部活動計画

1. 諸会合

(1) 支部総会の開催(開催地北九州)

(2) 支部運営協議会随時開催

(3) 懇談会年 l 回開催

目|予

2, 660 

1, 069 

計

15 , 789 

8, 200 

3, 480 

言十

算

43 , 854 
52 , 000 

1, 146 

97 , 000 

11 , 000 

20 , 000 

16 , 000 

5, 000 

45 , 000 

97 , 000 

。

141 

自 69年 4 月 l 日
至 70年 3 月 31 日

決 算

43 , 854 

52 , 000 

3, 729 

99 , 583 

15 , 789 

20 , 000 

18 , 060 

6, 772 

11, 680 

72 , 301 

27 , 282 

役員とメンパ{の交流による情報交換，支部活動の運営に関する意見交流問題提起など

2. 情報交換・経験交流

(1) 支部報の発行 rOR九州」を年 4 回，編集，印刷，配布する.

(2) 研究会活動地域交流による共同研究の推進，援助を行なう.

(3) 講演会広い分野からゲストを迎え，特定のテーマを中心に開く.

3. 学会および関係団体との連携その他

(1) 学会および各地方支部との交流研究部会(資料会員)， OR金曜サロ、ノ，支部だよ T

(2) 普及教育活動

(3) その他

70年度九州l支部活動スケジュール

l 学会関係|諸 会 合|支 部 報| 共同研究 |普及教育
45.4 支部運営協議会|

5 
懇第 5 回支部総玄! rOR九州」

九州OR (八幡製鉄〕 講演会(地
談会 8 号 域開発〉

6 春70年季度研総究会発表会 福岡OR (西部ガス〉

7 

8 9 号 九州OR (住金小倉〉
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|学会関係|諸 メZ三斗三

秋季研究発表会

3 

70年度支部会計予算

区 分 項

1970 年度支部総会

合|支 部

íOR九州J 9号

10号

11号

目

共同研究 |普及教育
福岡OR (西鉄)

九州、IOR (九電〉

福岡OR (九電)

九州OR(新日鉄化学)

福岡OR (西部ガス〉

金

一一一

自 70年 4 月 1 日
至 71年 3 月 31 日

額

収 入
1. 69 年度からの繰越金 27, 282 

2. 支 部 費 52 , 000 

3. 雑 収 入 718 

A日. 計 80 , 000 

会 議 費
支 出

15, 000 

2. 研 究 活 動 費 17, 000 

3. 部 報 費 20, 000 
4. 通 信 連 絡 費 8,000 
5. 予 備 費 20, 000 

lロ為 五十 80, 000 

九州支部事務局住所変更のお知らせ

〈新住所〉 〒 810 福岡市天神 1 ー11ー17 西日本鉄道側事務改善部内 T E L092 (76) 6631 内 259

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




